
沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む
沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。電子書籍版はShizuoka-ebooksで。

今月の一枚
第45号 沼津駅周辺総合整備事業だより

平成30年12⽉25⽇ 発⾏:静岡県沼津⼟⽊事務所

“香貫山からの夜景”

● 「沼津駅の⾼架化を実現する市⺠の会」がまちづくりセミナーを開催しました

展望台からは、富士
山と港と夜景の見事な
コラボレーションを楽しめ
ます。

12⽉４⽇（⽕）プラサヴェルデにて「沼津駅の⾼架化を実現する市⺠の会」主催のまちづく
りセミナーが開催されました。
市川会⻑、賴重市⻑からの挨拶後、新屋副市⻑から「鉄道⾼架を活かしたまちづくり」と題

し、まちづくりの潮流や鉄道⾼架事業で劇的に変わった地域の事例、そして沼津におけるまち
づくりの取組についての説明がありました。

画角仮

⽇建設計総合研究所 ⻄尾⽒

その後、㈱⽇建設計総合研究所 上席研究
員 ⻄尾京介⽒から「⺠間主導でまちを活
かす都市再⽣」をテーマに講演が⾏われま
した。
当⽇は、具体的なデータに基づき、同規

模の都市と⽐較し、拠点性や財政⾯におい
て、沼津市は優位性があり、投資的なまち
づくりが可能であることを説かれていまし
た。

公共空間の利活⽤、まちなか再⽣をテーマに
⾃治体や⺠間企業等のコンサルティングに従事。

講演会の中で、⻄尾さんは「沼津のみらいは明るい︕」と強調されていました。沼津の
⾼いポテンシャルを活かすために、引き続き、皆さんと⼀緒にまちづくりを進めていきたい
と思います。

① 地域独⾃の課題を発⾒し解決する
② 公⺠にかかわらず、まちの空間資源を使いこなす
③ ⼈間中⼼の視点で居⼼地のよい環境をつくる

⻄尾⽒が挙げる〜これからのまちづくりの原則〜

鉄道⾼架事業で劇的に変わったまちの事例（宮崎県⽇向市）
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● 沼津市中⼼市街地まちづくり戦略会議を⽴ち上げました

● 初開催︕⼤岡地区まちかどトーク︕︕＠マックスバリュ沼津カタクラパーク店

● 新貨物ターミナル・新⾞両基地の建設予定地で地質調査を開始しました

沼津市では、11⽉26⽇（⽉）に第１回沼津市
中⼼市街地まちづくり戦略会議※を開催しました。
この会議は、鉄道⾼架事業の完成を⾒据え、中

⼼市街地のまちづくりについて、様々な⾒地から
ご意⾒をいただくとともに、関係者間での情報共
有、連携を図ることを⽬的に設置したものです。
今後は、駅前広場などの「公共空間の再編」及

び鉄道跡地などを活⽤した「新たな都市機能の導
⼊」について、それぞれテーマごとの検討を進め
ていきます。

戦略的なまちづくりの議論がスタート

沼津の新たなまちづくりに関する様々なご意⾒を伺うとともに、事業への理解を深めてい
ただくため「⼤岡地区まちかどトーク」を開催しました。
まちかどトークは平成27年から⾏っており、今回は初めて「⼤岡地区」で開催をしました。

JR御殿場線やJR東海道本線の踏切に不便を感じていることや事業を早く進めてほしいなど、
よりよいまちづくりのための意⾒をいただきました。

☜開催内容
の詳細は、
こちらをご
覧ください。

原⻄部地区の「新貨物ターミナル」建設予定
地と⽚浜地区の「新⾞両基地」建設予定地で、
地質調査（ボーリング調査）を開始しました。
地層がどうなっているのかなど、この調査で

得られたデータは、安全で確かな施設整備につ
ながっていきます。
地域のみなさまのご協⼒をいただきながら、

来年３⽉までの作業を予定しています。

ボーリング調査の様⼦（新貨物ターミナル⽤地内）

※座⻑に就任した⽇本⼤学の岸井隆幸特任教授をはじめ、学識経験者、交通事業者など各種団体の代表、⾏政機関等で構成されています。


